
 

参考図書（reference book）とは… 

特定の知識や情報について調べることができるものを参考図書とよんで 

います。小説などとは違い、必要なところだけ読めば用が足りる、たと

えば、事典、辞典・図鑑・年鑑・便覧・白書などです。 

図書館では、これらの本は館内での利用のみとし、必要な時にいつでも

調べられるようにしています。 

 

参考図書を使ってみよう⑥ 

  

『日本国勢図会
ず え

 : 日本がわかるデータブック』 

公益財団法人 矢野恒太記念会 編集・発行 1927 年～  

昭和２年に創刊され、現在は毎年刊行されています。副題に「日本がわかるデータブック」と銘打た

れている通り、日本の社会や経済の動向を明らかにすべく幅広い分野の最新データが総合的に収集され

た統計書です。官公庁や各業界団体などが公表した統計から、重要な統計を精選して紹介しています。

統計表やグラフの他、解説やトピックスを加えることで、日本の情勢がより読者に分かりやすくなるよ

う工夫されているのも特徴です。学校の授業や入試問題、講演会、研修などに活用されることも多く、

統計書の定番ともいえる参考図書です。 

ある事柄に関する数値などが知りたいとき、どの本を見れば載っているのかピンと来ないことがあり

ます。そんな時は、あらゆる分野の統計をまとめた本書をまず調べてみましょう。五十音順索引から知

りたい事柄をキーワードで探すと、関連した統計資料が見つかるかもしれません。各統計には、その出

典が書いてあるので、もっと詳しい資料が欲しいときの参考にもなります。 

 

 

などの食べ物、「葬儀料」「電話料金」「郵便料金」などの日常生活に係わる経費なども掲載されてい

たり、中には、「氷一貫目」「駅売りのお茶」「ポマード」「蚊帳」など、時代を感じさせられるものもあ

ります。値段表だけをまとめた『戦後値段史年表』もあります。ここから戦後部分だけを抜き出し、新

たなデータを加えたのが『戦後値段史年表』です。 

 この本には、「続」「続々」「新」があります。 

 

問 全国に設置されている郵便ポストの数を知りたい。 また、数の増減についても確認したい。 

  公衆電話とポストの数、どちらが多い？ 

答 直近の 2013 年（会計年度末現在）は 182,839 本。前年の 2012 年は 180,895 本。 

1980 年以降、10 年おきの数値も載っており、それぞれ、 

 1980 年は 142,801 本、1990 年は 160,952 本、2000 年は 177,217 本、2010 年は 186,753 本。 

 公衆電話は約 20 万件とあるので、2013 年では公衆電話の方が多いです。 

          （「2015/2016」版 索引【郵便】【電話】） 

『日本国勢図会』で調べてみました ① 

≪参考図書を使って日本の各種統計を調べる！！

≫ 

351 
L0 



○ 各都道府県の面積は？ 

○ この 100 年の間に、日本人の平均寿命はどのくらい延びているの？ 

○ グレープフルーツの主な輸入先はどの国？ 

○ 最近、外国人の観光客を多く見かけるけど、実際、訪日外国人の数は増えているの？ 

○ 日本人が一番よく食べる肉はどれ？ ① 牛 ② 豚 ③ 鶏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問  よその家庭が、いくらくらい貯金や借金があるのか、気になる、、、。 

□答  『日本国勢図絵 2015/2016』には、 

二人以上勤労者世帯という条件つきで、2013 年の統計が載っています。（出典は総務省『家計調査』） 

それによると、貯蓄現在高平均（預貯金のほか積立型保険払込総額や有価証券保有額も含む）は、 

1,244 万円。また、負債現在高平均は 740 万円、うち住宅・土地のための負債が 687 万円。 

            （索引【貯金】） 

～ こんな本でも調べることができます ～ 

 

『日本長期統計総覧』全 5巻   日本統計協会編集 日本統計協会 2006 年 ［351=N6］ 

明治元年から現在に至るまでのデータを、人口、経済、社会、文化などの分野別に分け、体系的に

まとめています。章ごとに各分野の統計に関する解説もあります。 

『日本統計年鑑：JAPAN STATISTICAL YEARBOOK』   総務庁統計局 ［351=L0］ 

明治１５年の創刊以来、毎年刊行。日本の国土、人口、経済、社会、文化など広範な分野の基本デ

ータを、主に官公庁や、民間調査機関などが調査作成した統計から選択し、網羅的・体系的に収録

しています。統計表にはすべて英文も併記されています。また、『日本統計年鑑』から特に重要なも

のを取り出しコンパクトに編集された『日本の統計』（毎年刊行）もあります。 

『数字でみる日本の 100 年：20 世紀が分かるデータブック』 （改訂第 5 版） 

矢野恒太記念会編・発行 ［351=N6］ 

『日本国勢図絵』の長期統計版です。項目によっては明治期からのデータもあり、長期的な変遷の 

調査に活用できます。 

 

 

『日本国勢図会』で調べてみました ② 

まずは、紹介されている参考図書を調べてみましょう。 

中央図書館 3 階の「参考図書コーナー」へ！！ 

図書館の本は、本の背中に内容がわかるように分類のラベルが貼って

あります。日本の統計のことなら【351】を探すといいですよ。 

場所がわからないときは、カウンターの人にきいてくださいね。 

 

世界の統計のことなら 

『世界国勢図会』や『世界統計年鑑』 

などがあります 

 


